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難なことによって， 未知のまま放置されている D 著者はこの点を与慮し，題名の研究に着子した。瀬の末
梢神経の組織学的検索は従来より数多くなされて来ているが， その多くは死体標本であり，又末梢神経と
いっても，大耳神経などの太い神経束で，皮疹内微細校を対象としたものは稀で， 就中新しい病型分類(


















真皮上層の浸潤が '1壬皮 ω11なは神経線維が成存して居り， 真皮中， 深層の神経束は Henle 氏鞘が肥厚す
る傾向にあり，神経原線維の数は著明に減少し，変性も著しし可。
結核椋型崩〔塗沫際本で菌陰性，皮疹組織内に柿に|場にl場J性，病理組織学的に結核に類似〕














の，且つ固有の変化と思われ，他の疾患にはみられない o Henle 氏鞘は一般に侵されない。
H) 煽腫型:伸経!目線維の消失が著明で Henle 氏鞘， Schwann 氏鞘，軸形質のみが残存する傾
向にある o














相が異なることを見出した口即ち，未定型では Henle 氏鞘は多く政存して， 神経線維原としての形状は
概ね保たれるが，神経原線維は数が減少し，膨化，断裂，空胞拡大などの変化を来たし， 一部の原線維に
は淡い噌銀性を有する半球状の風船状膨隆部が形成される。これらは他の皮属疾患には見受けられず， 掘
に於ける初期，且つ，同有の変化と思われる。煽腫型では Henle 氏鞘は比較的保たれるが， ネIf1経原線維





JJ.つ，一刻l も早く i 確実になされねばならない。乙の目的を達する上に於いて痛の初期の変化と考えられ，
従って，診断の困難な未定型について，既に皮疹内末梢神経の変化が， 他の疾患に例をみない程高度であ
り，又， 瀬に固有と忠われる所見を見出し得た本研究は臨床上， 斯界に寄与するところ大なるものがあ
り，忠義深いものと者Aえられる。
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